





サンジェ（以下、Wersinger） によって著された La « 







ズ（International Plato Studies）の第 15 巻、『プラト
ン対話編『法律』―理論から実践へ』（Plato’s Laws 
： from Theory into Practice, S. Scolnicov and L. 
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キーワード：音楽・文藝（ムゥシケー）、教養・教育、ハーモニー（和声、音の調べ、調和）、天文学、哲学的問答法





















め、Liddell, Scott & Jones, A Greek-English 
Lexicon , Oxford.1996 における略称に従う。









































































































































































































































































































































































































さ て、 著 者 の ラ ン ス 大 学 教 授 Wersinger 氏
（ 以 下、Wersinger）は、つとに、① L'Usage des 
Amphibologies dans les Dialogues de Platon, 
1992. ② Platon et la Dysharmonie, Recherches 
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sur la Forme musicale , 2001. ③ Mousikè et aretè, 
La Musique et l 'Éthique de l 'Antiquité à l 'âge 
Moderne , 2007. ④ La Sphère et l'Intervalle. Le 
Schème de l'Harmonie dans la pensée des anciens 



































































































● ● ● ● ● ●
立たせながら、他方で、少なくとも両著に
ついて統














































































































































● ● ● ● ● ● ● ●
配する側に立つ
と同時に支















































































































































「  （アイド スー）」という論点の『法律』における
位置づけをめぐる問題である。「 （アイド スー）は、
次のように表現されている。「「  （アイド スー）」は
それゆえに、さまざまな徳の全体へと到達することを








































































分的徳ではない（688 a-b ; 630 a-d）。
（＊ 2） ウィトルウィウス『建築の書』第 5 巻第 5 章。
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（＊ 7） 記号 + は、音程が 1/4 変化することを表す。





ンの）フィロラオス fr. B 10 DK）。
（＊ 9） アルキュタスにおけるディエシスの比は 28 
： 27 または 36 ： 35 である。










col. I, 15 – col. 2, 1）。
（＊ 12） 943e1-2 = ヘシオドス , v. 256-257 ; 717 d2.
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